
武蔵野倶楽部 漫遊フォト日記 

東久留米の七福神巡り 
2020年（令和 2年）1月 11日（土） 

 

武蔵野倶楽部の新春恒例行事の七福神巡り。令和 2年は東久留米七福神を選びました。 

善男善女 14名は、当日行われていた市民行事に参加して無事完歩し、自然豊かな 

東久留米の景観を楽しみ、七福神に新年の幸を願いました。 

 

 

淨朴院（じょうぼくいん）の門前にて 

 

後列左から中川信昭さん、森本喜美子さん、鷲澤典子さん、兼松喜子さん、加藤亜紀さん、林久榮さん、

大沢博汎さん、小川元さん、 

前列左から山田武久さん、鷲澤弘さん、松村一也さん、寺岡勝さん、奈良晋さん、常泉秀昭さん 

東久留米市在住の常泉さんには、当日のガイド役を引き受けていただきました。有難うございました。 



 

東久留米駅では勇壮華麗な『女子太鼓』の歓迎を受けました。 

 

当日は市のウォーキングラリーに参加して、いざ出発！ 

 

 

落合川沿いの普段は静かな住宅地を行進。住んでみたい町ですね。 



 

最初は毘沙門天の多門寺。多くの善男善女がお参りしていました。 

この日は東久留米市挙げての七福神ウォーキングラリー開催日。参詣路のあちこちにボラン

ティアさんが立ち、案内をしてくださいました。 

 

 

 

 

東久留米には湧水が湧き出ていて、落合川、黒目川の清流をつくっていました。 



 

静かに湧き出る水の音を聞いた気がしました。 

 

湧水と竹林。東京とは思えません！（本日のベストショット、かな？） 



 

水は冷たいかな？               ママ、お魚いるかなぁ？ 

 

 

 

布袋さまの米津寺（べいしんじ） 

 

大圓寺（だいえんじ）には、寿老人、福禄寿、恵比寿の三尊が祀られていました。 

ひとつのお寺で三尊を拝めるとは、得した気分でした。 



 

弁財天を祀る宝泉寺（ほうせんじ） 

 

 

最後は大黒天の淨牧院（じょうぼくいん） 

無料の甘酒が実に美味かった！ 

 

 

淨朴院の山門。曹洞宗の古刹でした。 



 

山門を守る阿吽像。力強い御姿に、令和 2年も宜しくお願い致します、と願いを込めました。 

 

 

                  風神                 雷神 

 

 

 

十二支に因んだ小僧さん達。自分の干支を探して合掌しましょう。 



 

 

今日の万歩計は 2万歩を超えました。  今年も元気に頑張りましょう！ 


